
<研究の概要>

現代英語文学のうち、主に英語詩およびアイルランド
英語小説を研究対象としている。詩については、ロマン
派以降から現代の作品まで広く取り扱うが、W.B. イェイ
ツ以降のアイルランド現代詩を中心とする。小説では、
アイルランドを代表する短編小説作家Frank O’Connorの
他、Jennifer Johnston (1930~)の小説が中心である。加
えて、日英米の映画、ドラマ、アニメなどのサブカル
チャー研究にも興味を持っている。

現時点では、以下の２点を研究の柱としている。

（１）文学作品や映画などでの「戦争」の描写：アイル
ランドは国家として第１次世界大戦〜第２次世界大戦に
は、参戦しなかったため、現代のアイルランド史におい
ては、両大戦は英国からの独立運動時代の「背景」とし
て扱われることが多い。しかし、実際には、英国の軍隊
に志願した多くのアイルランド人が存在し、彼らを題材
にした文学作品もある。そのような作品や英国の戦争詩
人の作品、文学や映像作品での戦争の描写等を比較検討
しながら、「戦争に行くことの意味」がどのように語ら
れてきたかの検証を重ねる。

（２）現代英語文学および映像作品におけるジェンダー
分析：ジェンダー研究の成果を取り入れた文学および映
像作品の分析は、意義あるものと考えている。ジェン
ダーバイアスの解消を意識した作品でさえ、男女の差異
が必要以上に強調されていることもある。ジェンダーに
より社会が期待する役割に、個人がいかに束縛されてい
るか、ジェンダー・バイアスの再生産に文学や映像作品
がいかに関わっているかを明らかにしたい。
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